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【2019年5月4日～2019年5月10日までの推移】
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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに下落し

ました。トルコの2年国債金利は上昇しました。

先週は、 5月6日（現地、以下同様）にトルコの最高

選挙管理委員会がイスタンブールの市長選をやり直

すと発表したことを受けて、トルコの民主主義に対する

懸念が台頭し、トルコ市場は、為替、債券、株式のトリ

プル安となりました。これに対して、トルコ中央銀行は9

日、資金供給手段である１週間物レポ入札を停止する

と発表し、実質的に金融引き締めを行いました。また、

トルコがロシアからのミサイルシステム購入を見直すと

の報道もあったことから、トルコ・リラは対米ドル・対円と

もに下落幅を縮小させ、国債も金利上昇幅を縮小させ

ました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、国外で米中貿易摩擦が再度激化しているこ

とにより世界的にリスク回避的な動きとなっているため、

トルコの個別材料に対する注目度は相対的に低下す

ると考えています。なお、ロシアからのミサイルシステム

購入見直し報道については当局から否定されたもの

の、その後延期を検討しているとの報道も出ています。

一方で、イスタンブール市長の再選挙が予定されてい

る6月23日まで政治的不透明感は払拭しにくいと考え

られます。また、金融当局の金融引き締め政策も対症

療法的であり、トルコ・リラが積極的に買われるとは考

えにくく、今週も引き続き、トルコ・リラの下落方向に警

戒する必要があると考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し
【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


